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9 【施工における　課題・問題点　等】

　当工事はトンネル掘削ズリを盛土材とした路体盛土工が主要工種であるが、概数発注に伴う数量

の大幅な変更に加え、トンネル掘削ズリは重金属等が含まれている要対策土のため重金属対策盛土

形状にて施工を行う必要性があり、複雑な断面形状に伴う土量算出が難しいと想定された。

また、現場出入口は国道に面しており、現場内工事用道路は狭隘で大型ダンプ同士の対面通行が

不可能であったため土砂運搬に伴う大型ダンプの混雑等が懸念された。

10 【実　施　内　容】

① 測量調査

・ ドローンによる３次元測量、点群データの取得

② 計画設計

・ 設計データ作成

・ 路体盛土施工シミュレーション ⇒ ダンプ運行状況、施工日数の把握

③ 施工

・ ３Dモデルから土砂数量算出　⇒　変更数量の把握

・ 日々の路体盛土進捗状況の把握 ⇒ エブリデイドローンにより

現況地形を3Dモデリングに反映

④ 確認・検査

・ VR等による確認・検査

⑤ 記録保存 今後の実施予定

・ 出来形

・ 施工情報データ保存（施工履歴）

11 【実　施　結　果】

　図面の3Dモデリング化により複雑な土量算出においても容易に数量を算出することができた。

また、天候等による進捗の遅れが出た場合も施工シミュレーションを再度行うことで遅れを

カバーし、ダンプ運行においても国道や工事用道路における混雑を防ぐことができたため効率

良く施工を行うことができた。

今後は、モデリング化したデータに属性情報を持たせたトレーサビリティによる管理、検査時

におけるVR技術の活用を行いさらなる業務効率化・高度化を図る予定である。

（様式―１）　　新潟国道事務所　技術研究発表会（令和４年度）　

朝日温海道路の形成に伴う路体盛土およびプレキャストボックスカル
バートの設置。
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【実　施　内　容　等】
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